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○ 第4回 HuMAセミナーが開催されました。

○ 災害看護研修（基礎・中級）が開催されました。

○ ＪＰＦイラク危機対応チーム活動が完了しました。

2003年1月24日、ジャパン・プラットフォーム評議会は、『ジャパン・

プラットフォームイラク危機対応チーム』によるヨルダン緊急支援事業を

承認し、ジャパン・プラットフォーム参加3NGO（災害医療支援会

（HuMA），難民を助ける会，BHNテレコム支援協議会）による共同事業

体として活動開始しました。3月20日の事実上の開戦通知を受けて、

支援チームは、強風と砂塵で目があけられないほどのキャンプ地で、

避難民受入のための準備をすすめ、イラク国境から約10kmのところに

あるヨルダン・イラク国境地帯ルウェイシェド近郊のUNHCR設置難民

キャンプに、医療用テントなど数多くの医療資機材を搬入し、難民医療

の受け入れ態勢は整いました。

平成15年10月18日（土）兵庫県災害医療センターにおいて、第4回
HuMAセミナーが開催されました。参加者は23名で、大阪女子大学

人文社会学部の藤田 正先生より「Group Dynamics について」の

ご講演を頂き、また岡山大学医学部保健学科 中田 敬司、内閣府

国際平和協力本部 大友 仁の両氏から、組織論・チームマネジメント・

リーダーシップについての講習会が催され、HuMA会員らの今後の

派遣やミッション活動に役立つ実践的なセミナーが実施されました。

ヨルダン・イラク国境難民支援事業の結果は以下の通りです。

◆現地調査及び立ち上げ期間：2002年10月～2003年1月

◆第一次実施期間：2003年1月～2003年5月

事業規模 約2億円（ジャパン・プラットフォームに拠出された政府資金より）

事業実施団体 （特活）災害人道医療支援会【HuMA】、

（特活）難民を助ける会【AAR】、

（特活）BHNテレコム支援協議会【BHN】

平成15年7月と10月に、国立オリンピック記念青少年総合センターに

おいて、災害看護研修基礎・中級コースが開催されました。受講生は

のべ77名で、災害看護や国際医療支援の基礎を学び、保健衛生や

救急処置、トリアージ、机上シミュレーションや総合演習など、様々な

座学と実習を経験して頂き、実りある研修となりました。一人でも多くの

方々が将来もはばたいて下さることを期待します。
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ただいまの会員数

181名

現在ミャンマー国内では、マラリアの地域的アウトブレイクが数多く発生しており、HuMAは災害人道医療支援の

見地から、マラリア医療支援活動の準備すすめています。今回は、国、地域、病院でのマラリアのインパクトを

確かめる事を目的とし、fact findingや今後求められる人材の確認、将来的なHuMAの活動に関する予備調査を

行うために、第一陣が下記日程で調査を行いました。

プロジェクト名： ミャンマーマラリア診療実態調査団 日 程： 平成15年11月30日から、約2週間

実施場所： ミャンマーヤンゴンおよびバゴー管区の幾つかの病院、診療所など、およびミャンマー保健省。

カウンターパート： 中村正聡、JICAミャンマー事務所 参加者： 赤尾、島田、村上

○ 「ミャンマーマラリアプロジェクト」が開始されました。

○ 日本レスキュー協会を視察。

◆第二次実施期間：2003年6月～2003年8月

事業規模 約1億円（ジャパン・プラットフォームに拠出された政府資金より）

事業実施団体 （特活）JEN、（特活）BHNテレコム支援協議会【BHN】
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HuMA としましては1月から5月までの間、主幹NGOとして様々な医療

支援活動と責務を無事果たすことができ、現在活動実績、診療実績

など取りまとめ中です。ヨルダン・イラク国境難民キャンプでの緊急

医療事業は、8月上旬にヨルダン保健省及びヨルダンのハシミテ慈善

財団への引渡しを完了しました。移管先決定に当たっては、上記

合同チームとヨルダン政府ならびに国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）と数回の話し合いの後、事業に携わる現地雇用職員と

資機材、医薬品を含め、事業全体を引き継ぐことで合意しました。

HuMA は現在、日本レスキュー協会（本部：兵庫県伊丹市）との協力

連携を検討中であり、鵜飼理事長らが視察を行いました。同協会は

活動実績も豊富で、最近では昨年12月のイラン地震にも出動しました。

HuMA は日本レスキュー協会と協定準備を進めています。

○ イラン南東部地震への国際緊急援助隊派遣に、HuMA会員らも参加。

平成15年12月26日発生のイラン地震災害

に対する JICA 国際緊急援助隊派遣に際して、

HuMA の会員7名（鵜飼、吉岡、野沢、高田、

山名、中田、大野）が JMTDR 医療 チームに

参加、活動しました。

（2004年2月現在）


